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Abstract

Today 　a　 number 　of　various 　colors　and 　 hues　are 　included　 in　the　simple 　term ”

red ，
”

and 　 it　appears 　that　the　same

omnibus 　approach 　to　the　term　red 　applied 　in　ancient 　Japan．　A　range 　of　different　cobrs 　were 　included　in　the　color　red ，

and 　 origlnally 　different　pigment　sources 　were 　used 　to　create　the　red 　color，　depending　 on 　 what 　type　 of　oblect 　was

being　colored ．　Regardless　of　these　source 　di†ferences　that　were 　represented 　by　the　use 　of　specMc 　red 　color　terms

such 　as 　shO
，
　tan　and 　kurenai

，
　it　appears 　that　by　the　8th　century

，
　mistakes 　or　confusion 　about 　red 　color 　were

beginning　tO　OCGr ．

Examination　of　textual　references 　and 　actual　ancient 　red 　pigment　colors 　reveal 　that　there　was 　confusion 　among 　the

pigment　materials 　that　can 　be　classified　as　red ．　Further ，　the　terms　that　represent 　red 　colors，　or　the　terms 　that

represented 　red 　pigment　names ，　were 　not 　strictly　regulated
，
　and 　thus　had　a 　variety 　of　meanings ．　These 　factors　meant

that　mistakes 　and 　confusion 　about 　red 　colors 　were 　not 　corrected 　in　Iater　centuries ．

Keywords ：pigment　materials ，　coloring 　names ，　the　colQr 　red ，　ancient 　Japan

要　旨

　我々は今日、「赤色」とい う範疇に多くの色を含め るが、日本古代にお い て も、同 じよ うな考え方が あ っ た。し か

し、 赤色に含まれる色は多数あり、本来、赤色が施される対象物によ っ て、使用 され る彩色材料は異 なる 。 そ れ にも

関わ らず、朱 ・丹 ・紅、と い っ た著名な彩色名称で 一括 りにされて しまうの は、古代8世紀頃まで に、赤色に つ いて

誤認あ るい は混 同があ っ た か らであ る。文献上の記述や、ある いは現存 する古代 の赤色彩色 を見 て も、赤色 に分類さ

れる彩色材料同士の 間で混同がある 。 また赤色を表す言葉、あるいは赤色の彩色名称を指す言 葉には、それぞれ 厳密

な規 定が な く、様々な意味 を有して いたため に、その後も赤色に つ い て の 誤解 ・混同が正 されなか っ たのである 。

キ
ー

ワ
ー

ド ：彩色材料、彩色名称、赤 色、日本古代
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1，はじめに

　 日本 には、「赤」色を呈する彩色材料が数多く存在す

る。特 に古代八世紀頃に は、その 後の 日本の歴史にお

い て 十七一十八世紀頃に至 るま で 、ほぼそ の ままの形

で長 らく使用さ れ続ける こと にな る彩色材料が多く出

揃い 、用途に 応 じ て様々 な対象に使用さ れ て い た 。 そ

の中で も赤色を呈 す る赤色 の彩色材料は 、数多 くの材

料が存在 し、使用 されて いた 。

　 しか しながら、同 じ色名の 「赤」色であ っ ても、材質

によ っ て 色相
・
色調 は異な るの に も関わ らず 、系統 色

名的な意味とは違 っ て、一括 りに 「赤」色 ・赤の彩色材

料と して 混同さ れる こ とが ある 。名称の面で も、朱や

紅とい う彩色材料の名称で 、朱や紅以外の彩色材料に

よる赤色を、同じく「赤色」と呼称 して いる こ とがあ る。

また 、丹や ベ ンガラ （紅 殻 、代赭）とい っ た彩色材料に

よ っ て 施さ れ た赤色を、朱で あ る と間違 っ て 認識 し ま

っ て い るよ うな ことが、今日で も見 られるの で ある 。

もちろ ん 、 「朱色」や 「紅色」とい う色相 による赤色の分

類方法は 間違い ではなく、一
つ の 分類方法で あり、色

味か らの分 け方 の
一

つ と言 える 。だ が、朱 と紅 を混 同

する 、ある いは材料 ・名称共に、朱や紅ではない赤色

を、朱 色 ・紅色 で あ る、と誤 っ て 認識 して しま う こ と

があ る。八世 紀 前後の 日本 古代 の赤 色を 巡る 問題 をあ

らためて整理 し、そ の理 由の
一端を探る必要がある 。

　そ もそも 、な ぜこ のよ うな赤色 と赤の 同
一

視が生 じ

たの か、といえぱ、それ は八世紀以前の 古い 時代の 段

階で 既 に、赤色 に対する
一

部間違 っ た認識が あ っ たか

ら で あ る 。 ま た 、赤色を呈 す る 彩 色材料を指 して 、朱

や紅で ある、と即座 に断定 しま うことは適切で はない 。

本来、彩色材料が施される対象物の 違い に応 じて彩色

材料は異なる ことが多いの だか ら、見た目の様相から

使用されて い る彩色材料を安易に推定で きない はずで

ある 。 しか し、朱や紅の よ うな比 較的著名な材料名称

があるた めに、赤色の 多くが 「朱色」等と呼称される 。

こ れ は八世紀前後 におい て 、材料色名と彩色名称の 混

同が あ り、その 後の 時代も引き続いて受け継がれ て行

っ た ことにも
一

因がある 、とい うこ とを、本論にお い

て 筆者は指摘す る 。

2 ，赤色の 名称

　「赤」とい う言葉で表される色は、日本 にそ の概念が

伝え られる以前か ら中国で 考えられて いた色に対する

概念 に則 っ て、赤
・
白

・
黒

・
青

・
黄、とし／う色の 分け

方がされたこ と に従 い 、「赤」系統の 色を指すもの で あ

るとい える 。

　『日本書紀』中にあ る記述では、彩色材料製造につ い

ての知識は六 世紀に百済よ り伝来 した とさ れる。ほぼ

五一八世紀の 間、文化的 ・政治的な交流の あ っ た アジ

ア各地の 国々 か ら、色に関す る概念や知識 ・
材料 ・工

人 ・製法が様々 に もた らされ 、それ に 応 じて 次第に 技

術の習得 と色 へ の理 解が進ん で い っ た こ との
一

環であ

ると考え られる 。

　 この過程で 、 材料に対 して の知識 や色の種別につ い

て 、多少 の誤 りが生 じた こ とを想像 で きる 。複雑 で 数

多い 色それぞ れと、譎来された、知悉 して い ない 色の

材料の数々 に つ い て 、果た して 正 確な 分類や理解が即

座にでき るかといえば、それは困難である 。 今日でも、

彩色名称や彩色材料に対 して 、混同があるのは既 に述

べ た通 りである 。

　中で も 八世紀日本に お け る 赤色の 彩色材料は 、名称

の違い が多数生 じ、様々な読 まれ方 ・使われ方を して

いる 。 そのために、名称につ いて の混乱が 生 じ、 誤認

が生 じて くる ことがあ っ た と言えよ う 。 そ の理 由の
一

つ と して は、材料色 名と系統色 名の誤認 があ る。

　まず、赤色を表す名称として は、どんなものが存在

した の か を確認する必要が あろ う。八世紀前後の 文献

史料 上 に登 場 す る 赤系 統 の 色 相 を星 す る色 名称 は 主

に、

赤（あ か）・朱 （し ゅ）・紅 （くれ ない 、べ に）・丹（たん、

に）
・
赤根 （あ る い は茜、あ か ね）・縹 （そ ひ ）・緋 （あ

け）・赤土（はに 、 はにふ）・蘇芳 （すおう）・紅殻 （べ に

がら）・臙脂 （えん じ）・代赭（たい し ゃ 、そ ほに）・紫土

（しど）・絳（こ う）
喇

があげ られる。

　赤い色 を呈する名称は種々あるが、各種の彩色材料

の色相や色調はそれぞれ大い に異な D 、薄い色 ・濃い

色、暗い色 ・
明 るい色、と同 じ赤色系統色に含まれ る

色であ っ ても、全く同
一

の色相を示す彩色材料はない 。

しか し、似通 っ た色相や色調の赤色を、同 じ彩色材料

によ るもの と見な して しま うことは あ っ た 。室 内 ・室

外、とい う条件や、劣化の 具合、変色の 具合、明暗の

程度でも見 た 目の色 は変わ っ て くるの で、間違いが生

じる の は仕方が ない 。 だが、赤色の混 同、ある い は彩

色材料の誤 認を引ぎ起 こ したの は、そ う した見た 目だ

けの違い による原因だけではなか っ た 。

　上記の彩色名称は、様々 な文献史料よ り抽出 したた

めに、彩色名称と材料色名が入 り交 じっ て い るが、実
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「
富本 ： 日本古代 8世紀の 赤色 につ い て ．−L − ⊥」

際の文献上 にお いて も常に彩色名称 と材料色名が厳密

に区別 されて記述されてお らず、色名称 ・材料名称ど

ち ら の 表現も見 られ 、か つ 呼び方が一
定で はな い 。文

献上の表 現 につ いては 、第 4節におい て後述す る。

3．赤色彩色材料の種別と用途

　先にも述べ たように、赤色に分類される彩色材料は

多数 ある 。それ ぞれ どの よ うな 赤色であ っ た のか見 て

行き たい 。まず 、日本 において はか な D 古 い 時期 、縄

文時代後期頃か ら古墳時代頃に かけ て の 使用 が確認さ

れている 朱につ い ては どうであ っ たのか。

　 「朱」の 読み 方と して は、「しゅ」と呼ばれ るだけ でな

く、「あ か」「あ け」と呼ばれ るこ と が あ り、「紅」や 「緋」

の よ う に同じ読 み方をされ る けれど も材料の 全 く異 な

る材料 が存 在す るため に、紛 らわ しい 。 さ らに、赤土

を表す 「そ ほ 」と い う言 葉が あ る が、朱 と い うの は 、

「まそほ」つ ま り、眞な る 「そ ほ」で ある とされ てい る。

そ れ と同 時に、人 造の 銀朱 も縄 文時代後期頃 よ D あ る

の で 、
＊註 U

天然の辰 砂を指 して 「まそ ほ」と言 うとも考

え られ て い る 。史料や 伝承に 、朱と い う文言が登 場 し

た と して、朱が必ず しも朱砂で ある かどうか、安易に

結論付け られない こ とに留意 したい。

　朱は、本来 自然に採取される辰砂鉱石か ら精製され

る 材料を指 して 朱砂、ある い は 、人工 物で はある が 同

じ成分であ る水銀朱、これ らを朱とすべ ぎ である 。 し

か し、非常に 多 くの赤色が 、こ の 朱、と い う名称で

「朱色」的に一括 して呼称されて しまう 。

　その理 由の
一

つ と して 、日本の 歴史にお いて、古 く

か ら使用 さ れたこの朱が、貴重な 、尊ばれた彩色材料

で あ っ た 、と考え られ て いた こ とを挙 げ られる 。

　縄文時代か ら古墳時代頃 ま での 朱の 使用用 途の内、

墳墓 や副葬品等 へ の 彩色 、と い うも の がある 。墳墓
・

服装品 へ の赤色の彩色材料の使用 は、もちろ ん古代中

国 を初めとする諸国
・諸地方でも見 られる習慣で ある

よ うだが 、使用 された材料が朱 で ある 、と して 確認 さ

れ ることが多いの は、日本 に特徴的である。
“ne

　赤色が彩色されたの は 、 朱を塗る ことによ っ て 死者

の 区別化を はか っ て い る面が あ っ た か らと考え られ て

い る 。 朱を塗 る行為、いわゆる 「施朱」が死者と生者を

仕切 る境界 とな るの か と言え ば、血液 の 色で ある赤色

を塗 る こ と によ っ て 、死 者の浄 化、永 続 的な 生命 ・復

活の希求、ある い は逆 に死 者の 復活阻止 ・封印、とい

う祭祀的 な意味 があ っ た と指摘され ている 。

　また、例えば古代中国、「三 国志』魏書東夷伝倭人条

にあ るよ うに、
劇

日本 で は身体 に赤 色の彩色 がな され

て いたが、身分的な区別、あ るい は呪術的意味付与や

区別が行われ、記号的な意昧での赤色の 使用 があ っ た

とも考え られ て い る。

　 この ような行為の
一

環 と して 、土器 などの身のま わ

りの道具にも赤色が施されたことに加え、硫化水銀の

朱 に
一

種の防腐効果があ っ たために 、 腐乱防止の効果

があ り、死 者に関わる こ とに好んで用 い られた こ とも

推測 され る 。

　 こ の 防腐効果へ の 期待やそ れ に 伴う一種の 儀式 ・霊

媒 ・徐霊 的効果を期待か らか、死 者の 遺体 ・遺骨 その

もの 、ある いは墳墓 ・石棺 ・壁画、と本来朱が施され

る べ き対象は 数多 くあ っ た が、朱が天 然に産 出す る も

の と して は大 変貴重 で あ り、全 て に朱 を施す こ とは で

きな い 。

　古墳時代の 日本にお い て は、朱を人工 的に精製する

技術が広 く
一

般的に伝わ っ てい たか ど うか 、明確に証

明 す る 文献的な証拠 や考古学的な 遺構は確 定 的 で な

く、朱は天然に産出する辰砂鉱石 によるもの が多か っ

た と考え られ る。天 然に産出する辰 砂鉱石 の 量は 、身

の まわりで手軽 に入 手で きる程遍在 している とい うも

の で はな く、天 然の朱は安易に使う こ との で きる材料

であ っ たと は言えない 。 また生産技術があ っ た として

も、精製の手 間や原材料の採取は容易で はな い 。

　朱は重要で 貴重な彩色材料と しての性格を有 して い

たがために、赤色の 彩色材料と して朱が施され る べ き

全ての箇所に 「必ず」用い られたのではなく、限られた

重要 な部分 に施さ れ る と い う使用方法が な さ れ て い

た。壁画等の 広範囲に 渡る彩色 に際 して は、朱を部分

的 に用 い、他 の部分は身 の回 りに広 く存在する赤±や 、

赤土 ・黄± を焼成 して作る代赭、ベ ン ガラを代替と し

て 用 い る こ とが多か っ た 。特に酸化鉄 と して の ベ ン ガ

ラ は、非常 に鮮 やか な発色をする良質な材も ある が、

暗めで朱程鮮やかな発色を示さない もの がある 。 しか

し、性質的 に安定 して お り、退色や剥 落の 生 じに く い

材料であるこ とも手伝 っ て、色々な場所で多量に用 い

られ て いる 。このために 、鮮やかな発色をして い るベ

ン ガラの彩色が、朱で ある、と考え られる ことがあ り、

彩色材料と して朱が身近な材料と して 縄文時代後期以

降非常に多用されて い た 、と い う誤 っ た認識が一部に

あ っ た 。 実際、朱 とベ ン ガラ の 配 分に 規則があ っ たわ

け で はな く、使用量の差に関 して は地域的な違い も生

じて くるた め に、朱 と ベ ンガラ を厳密 に分 けるの は容

易で はな い 。従 っ て 、ベ ン ガ ラ を 朱で ある とみな して
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しま う、つ ま り赤 色を呈 す る色 は朱な のだ と誤認す る

ことは、十分 にあ り得る ことであ っ た 。

唖

　他 には、「丹 　たん」が朱、と して考え られることも

あ っ た 。と い うの も、中国よ りもた らされ た色 へ の理

解に基づ けば、元々 、「丹」が 「赤い 色」を指 し示 す言葉

で あ D 、丹と書い て 「に」と呼び、朱あ る い は赤色で あ

る もの は丹 、と呼 び習わ す習慣 が あ っ たた め に、赤色

の 彩色材料と丹と い う言葉の 間で 混乱があ っ た の は確

か であ る 。 丹 、ベ ンガラ、朱の使われ る対象には、建

築物や美術工 芸品等、同 じよ うな対象物があ るため に、

系統的には赤 色と して同一視 される傾向があ っ たか

ら、「丹」とい う言葉があれ ば 、それは朱や ベ ン ガラ を

含めて 「赤色」と して使われて いる ことがあ り、そ うな

る と、一
般的な理 解と して 、丹 が朱や ベ ン ガ ラ と同 じ

彩色材料で あ り、同 じよ うな発色をす るもので ある と、

誤解されて しま っ て も無理はない 。

　しか し、彩 色材料 と して の 「丹 」は、通常鉛白を焼生

した鉛丹 を示 す言 葉で あり、朱やベ ンガラとは材質が

異なる 。丹は時間を経る に従い 、施さ れた彩色材料の

表面 に次第 に ピンク色状の色味が出て きた り、白 っ ぼ

く変色 した り、あ るい は褐 色 化す る こ とも あ るな ど 、

性質的な面 で 辰砂の朱とは異 な っ て い て 、朱よ りも変

色が起こ り易 い材料で ある 。さ らに 、どち らかと い え

ば 、丹は朱よ りも黄色味の かか っ た赤色で あ り、天然

の辰 砂鉱石 か ら採取され る辰 砂の 朱や眞朱と呼ばれ た

赤色よ りは 、水銀か ら製造 された 銀朱の 色味に近い と

言える 。後世にな る に従 い、人工 物の 銀朱の 流通量が

増えた こと で、混 同が生 じて しま うケ
ー

スが増えた可

能性もある 。

　 「丹 青」と い う言葉 は、絵 具 、あ るい は絵画 を表 し、

丹 を絵具の総称的な言葉として見 なす意味が、後述す

る 『正 倉 院文書』「天 平感 宝 元 （七 四九 ）年五 月
一

〇 日

大安寺造佛所解」申の 、「申請丹事」「今應請丹」、とあ

る表現 か らうか がえる 。そ れだ け に、彩色 材料と して

の丹 と、赤色絵具 の
一つ と して の丹 、が言 葉と して 明

確 に区別さ れて いたかど うか不確か で 、丹すなわち赤

色 、とい う概念が、赤色を呈す る色す なわ ち朱、とい

っ た 、上記 に述べ てき た よ うな混 同 と重 な り、ここで

丹 と朱に関 わる赤色の 彩色材料に関す る混 乱が増加 し

たので はな いか、と筆者は考察する 。

　丹 とい う言葉は、そ の後も彩色材料名称 として利用

され つ つ も、名称的に 「赤色と しての丹」とい う意味合

いを持 っ たま ま使用された。

　例えば丹にちなん だ言葉と して 、丹生 、と い う地方

があ り、また 丹生氏 とい う姓を持 つ
一
族が、か つ て水

銀を採掘 ・採取を管掌する
一

族と して あ っ た 。 「丹 を生

む」とい う姓 で呼 ばれ る丹 生の
一族は 、鉱山よ り辰

砂 ・水銀 を採 っ た と言われ ている 。採掘され た材料の

内 x 水銀は彩色材料 と して 、ある い は金銀ア マ ルガム

製法の触媒と して 、日本の 仏教隆盛 と金 銅像制作が盛

ん になる に伴い、多 く用い られ た 。

翻

　他に、丹の 主要な用途と して は、今日的にも良 く見

られる便用方法として、絵画 や工芸作品だけで はなく、

建築物に施されたもの が多い。特 に、日本にお ける寺

院建築におい て は、柱などの建造物表面 に対 して盛ん

に赤色 の塗装が行わ れ た。神社等の建築物は朱、寺院

建築は丹が用 い られ る ことが多 いと言 われる。
＊註7

　た だ赤色 を 塗 る 、と い うこ と は 「丹 塗 り」、つ ま り

「にぬ り」である が、この朱と丹 の塗 り分けは、平等院

鳳凰 堂のように部分的な塗 り分 けを行うな ど、必ず し

も 「朱」を施 す か 「丹 」を施す か の 規定 は定 ま っ て い た

わけで はないようである。そ もそ も、建築物は屋 外で

あ れ ば自然環境に晒さ れる ため 、長期の 経年変化を通

じて劣化 した 彩色表 面 に対 し、塗 り直 しを なさ れて い

る こ とがあ る。建築 物の表面に施す材料 と して 、補彩

をする にあた っ て 、丹 ある いは朱 、どち らが正 しいの

か 、とい う こ とは、彩色 を担当す る現場の 専門 の 工 人

で あ っ て も、俄には決定付けられない こ とがあ っ たと

推測 できる 。

　さ らに、丹 で あれ朱 であ れ、彩色材料と して は、高

価な材料で ある 。自然の辰砂鉱石か ら得 られる朱砂で

あ れ 、人工 的に作 られ る水銀朱であれ 、また、鉛化合

物の丹 であれ 、採取 や 作成に手 間の かかる 彩色材料で

あ っ て、建築物の よ うに非常に広い範囲に施さ なけれ

ばならない彩色材料として は、経済的に負担が大きい 。

建築物に赤色 を施す とい う こ と は、建造時 ・補修時と

もに材料費が必要で 、国家事業や豊富な資金源のもと

に行 われる造 営事業で もな い限 り、彩色 材料にばか り

多額の 費用 をつ ぎ込 むわけ には いかな い。よ っ て、よ

り費用が安 く、色の落ちにくい ベ ン ガラの ような赤色

の 彩色 材料が重 宝 さ れた こ とが 多か っ たと考え られ

る。

　それで も、「ベ ン ガラ塗 り」や 「代 赭塗 り」とい う表現

は古い文献上 で は なさ れ ず、「丹塗 り」、とい う言葉で

表現される こ とが多 く、文献上正 確に赤色の原材料が

記 されて いる とは限 らない。
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　 「ベ ン ガ ラ 」の こ とも 無視で き な い 。ベ ン ガ ラ は、天

然に産 出す る辰砂 鉱石 ほ ど希 少鉱 物で もな く、また丹

の よ うに人工 的 に精製する手 間 もない 、身近 な彩 色材

料で あ る 。主 に 、酸化第＝ 鉄の 鉱石 を 粉砕 し て 水洗 、

水簸 によ っ て選 り分けた もの を彩 色材料と して使用 す

る 。 鉄丹 とい う呼称も あるが、主に、代赭 ・紅柄 ・紅

殻とい う名称で 、文献史料に登場 して いる。

　材質的 には、赤土 ・黄土を焼成 して作る 「代赭」「紫

土」と近 く、とき に 同
一

視され る こ ともあ り、ベ ン ガ

ラ ・代赭が 同
一の も の 、と し て 呼ばれ る こ とも あるが、

厳密 に色調 で分 けれ ば x ベ ン ガラの 方 は暗い発 色の 褐

色に近い 赤色の もの が 多く、代赭 と呼ばれるも の は 、

黄± を焼成するだ け に黄色味がか っ た発色にな る 。焼

成の 段階で 、代赭よ り水分が少なくな り、紫色が か っ

た暗い赤色となる もの は、「紫土」と呼ば れる彩色材料

とな る。

　も とも と、赤色の 彩色材料と して は 、大変広 く用い

られ た材料で あ り、縄文
・
弥生 時代か ら使用さ れ 、あ

るい は朱や丹 よ りも 多量に使用 されてい る、と言 っ て

も 週言 で はな い。

　上述した通 り、天然の辰 砂鉱石 は、日本でよ く採取

されるとは言 っ ても、やはり責重なもの であ り、どこ

に で もある 、とい う物質で はな い。丹 は鉛白を焼成す

る必要があ り、製造の 手間がか かる材料で あ っ た 。 こ

れに比 べ 、ベ ンガラ は赤鉄 鉱を含む土 を水 簸す れ ば得

られ る材料で あ り、身の 回 りにあ る土 中か ら採取 で き

るだけに、朱や丹 よ りも比較的に気安 く用 い るこ とが

できた と想像される 。

　さ らに、材料の 性質と して も 、化学的に安定 して お

り、経年変化によ る劣化や退色は 避 け られ ない と して

も、朱 や丹 よ りも色 を保 持 する能力が強 く、他の 物質

との干渉 による変色 も少な い となれ ば、彩色材料と し

て は使いやす い材料で あ っ た と言えよ う。

　古 墳時代には、墳墓内の壁 面や石 棺な どに、赤色の

彩色材料が多く施され て い る 。か つ て は 、朱を用 い た

彩色 、つ ま D 、「施朱」と呼ばれ 、文字通 り彩色材料と

して朱が用 い られ 、墳墓や遺体に朱の彩色が施されて

い る 、と考え られた こ ともあ っ た 。だが 、天然の辰砂

鉱石の 産出量や材料の獲得の手 間などを考慮すると、

赤色の彩色 材 料と して は、昨今の分析結 果か らも指 摘

され て いるよ うに、
＊IB

朱 よ りは 、主に ベ ン ガラ を使 用

し て い た 、と考える 方が 自然で ある 。特に、朱 とベ ン

ガ ラ は併存 して い る こと が 多 く、古 代 の 墳 墓 の 埋 葬

品
・人骨

・
石 棺 ・壁画 とい っ た対象に施されて い る か

ら、よ く間違 え ら れ る 。し か し実際は 、朱を使用 し て

い る、と思 われて いた部分 に つ い て も ベ ン ガ ラが多く、

朱の使用 は埋 葬品 でも主 要な もの の
一

部や 、遺 体など

の 頭部等の 重要 と 見 な さ れ た 部位へ の 使用 に限 り、他

には ベ ンガラ が主に使用 され ていたよ うである。

　 この よ うに、ベ ンガラ は盛ん に用 い られてい たが、

赤色の彩色材料の 用途は 広 く、非 常に様々 な場所で

色々な使われ方を してお り、朱と丹とベ ン ガラが間違

っ て認識 され ている場合も多い 。

　 「代赭」は、読 み 方と して は、「そ ほ」「そ ほ に 」と呼ば

れる。材質的には、ベ ンガラ と同種 であ る。そ ほ 、と

い う言葉は赤土 を表す言葉で あ り 、 同時に朱を表すこ

ともあ る 。また 、ま そほ、は眞朱で ある朱を指す、と

い うこ とは先に述 べ たとお D で ある 。 こ の よ うな意味

の異同の複雑さの た めに、赤色の 彩色 材料に対する混

乱が、代赭と い う彩色 名称 をめ ぐ っ て 生 じた ことが想

像で きる 。

　 さ らに 「そ ほ」と書 いて、「赤 土」と罟 く ことが ある 。

赤土の ことは、他に 「は にふ」と呼ぶこともあ り、また

「赤土」が彩色材料と して 文献上 に 直接記さ れ る こ とも

ある 。 はにふ、は 「黄土」を指す言葉で もあり、確か に

黄土を焼成すれば代赭がで きるか ら、彩色材料の 名称

として の 「はにふ」、と
一般的な黄土と して の 「はにふ」

と い う言葉を取 り違えがあ っ た可 能性も ある 。

　 こ う して ベ ンガラ に関連す る赤色 に つ いて見 て みる

と、ベ ン ガラ
・
代赭 ・紫土 ・

赤土 の 混 同は、元 は 同じ

材料で あるだけに混同 し易い と言 えよう 。

　こ れ まで挙げて きた彩色 材料は、主 に無 機顔料に区

分され る彩色材料で あ D 、基本的には鉱物的な原料か

ら抽出さ れる材料で あ っ た。しか しなが ら、赤色 の彩

色材料 には無機鉱物顔 料 だ けでな く、染料 による彩色

材料もあ っ たため に、赤色はさ らに複雑にな っ て くる 。

　染料は文字通 り染色に使われ る こ とが多 か っ たが 、

材料と しては 、絵具 的に彩 色材料と して使用さ れる こ

とも あ る 。だ が多くの 染料物質の性質は 、無機鉱物顔

料とは 大分 異 なる 。絵具 と して の有機染料の 多くは 、

発色が良くて も色の保持力は高 くなく、比較的早 く色

褪せ て しま う こ とを避け られず、また光学的な分析で

分析 ・同定 し難い こ ともあ っ て 、古代における染料系

の彩 色材料の使用 用途 に つ いて の研 究 は 困難 を伴 う 。

しか し、植物性の 原料は身近 な と こ ろにあ り、身 につ

ける製品には染料 と して 様々な も の を古代か ら使用 し

ていた と いう経験 があ っ た ため 、染料 に関係す る色 の

名称は非常に多い 。
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　だが 、染料系の彩色材料 に由来す る と考え られ てい

る色名称の 多 くは、平安時代以 降にな っ てか ら増加す

る 。 平 安時代以降の 色名の 増加は 、襲の 色目 に よる複

雑な色相の組み 合わせや、文学的なイメ
ージの呼称に

依 っ た名称の増加で もあ り、そ う した平安時代以後 の

色の 理解や見知 っ た 名称で も っ て 、奈良時代以前の染

料を考 え て しま うことは 、避 けな けれ ばな らな い 。 奈

良時代以前 と平 安時代以降の 染織の 色は、名称の 面で

大きな 隔た りが あ り、後の 時代に染 織の 色や名称の混

同 に気付かず にいる 、とい うことも考え られ る 。 この

点も、赤色誤認理由の
一

つ と推測され 、 注意が必要で

ある。

　染料系の 赤色で、「紅」はよく使われる彩色名称であ

る 。 紅 とい う文字が入 っ た鉱物顔料 による他の彩色材

料が あ り、先述 した ベ ン ガラの表記 の
一

つ で あ る紅殻

にも、読ん で 字の ことく この 「紅」が使わ れ て い るが、

当該 の顔料は紅 と関係が深 いとい うので はな く、また

紅の染 料成 分 が含 まれる と いう こ とは全 くな い 。紅 の

読み方 として は、「くれない 」「べ に」と呼ばれる ことが

多いが 、も う
一

つ の読み 方と しては 「あ か」と読まれる

こ とがあ る 。 「あか」と い う言葉が入 るために、紅すな

わち赤色 、と して 見なさ れ、紅以外の染料によ る彩色

材料 が 、「紅色」とい う分類で括 られ てい るケ
ー

ス を考

慮しな ければな らな い 。

　本来は、「くれな い」「べ に」と言え ば、紅花を原料と

して抽出 した染料を指すもの であ り、灰 汁な どの媒染

剤を使用 して 、糸や布を染め る材料で あ る 。 紅の 色合

い と して は、冴えた赤色で あ り、明るめ の 、鮮 やかな

赤色で あ っ た 。実際に紅花を利用 した 彩色 材料に は、

「臙脂」がある 。

　彩色材料と しての 紅は、このよ うに呼ばれ る ものを

指すと思 われ る 。 た だ、紅、とい う呼称が文献等で出

て きた場合 、材料と して 考えるの ならば、絵具 と して

よ りも衣服 を染める 染料 を指す言葉 で あ っ た 、と言 っ

た方 が本 来 は正 しいかも 知れ ない 。 絵具 と しての 紅で

ある 、 臙脂 （ある い は烟紫 ・烟子 ・臙支の呼称あり）は、

史料上 にも記載 され てお り、紅花の成分を利 用 して 作

られるもの とされてい る 。

　だが 、「臙 脂」は紅花 を原 材料と する彩 色材 料 に限定

される も の で は な く、他 に も種類があ る こ と に 注意を

要 す る。紅花 以外の 臙脂と して は、イ ン ド
・
東南ア ジ

アに棲息す るラ ッ クカ イガラム シをす り潰 して精製す

る 、い わゆる 紫鉱 と呼ばれ る臙脂と 、メ キシ コ に 棲息

する エ ン ジムシ を使 っ て コ チ ニ
ー

ル色素 を抽出 して使

う生臙脂が存在する。色と して は、紅花の 色とは異な

り、深 い紫ある いは褐色の色合いを も っ た 暗い色であ

り、同
一

の 名称で 呼ぶ に はため らわ れ る 色味の 違い が

ある と言 えよ う 。

　紅 花 の よ うに広 く使 用 さ れた 染料系の赤色 と して 、

他には 「赤根」がある 。赤根 は、文字通 り 「あかね」と

読み 、茜の 文字 が充て られ る こ とも 多い。文献上 にも

「茜」「茜根」として も記載され て い る 。 植物の 日本茜の

根を煮て 、成分を抽出 して材料を作る。

　後に西洋茜が輸入されるよ うになると、西洋茜を利

用して作られる ようにもな っ たが 、 日本茜に含まれる

赤色の 色素で あ るプル プ リ ン と西 洋茜 に含まれ る赤色

色素の ア リザ リンは異な り、色味も同 じも の とはなら

ない が 、 現在の 西洋茜の色を古代の 茜の 色である、と

認識 して しま いがちな の で、古代 の茜の色 に つ いて考

える とき は上記の こ とを留意する必要があ る。

　 Eヨ本茜の根 を利用 した茜は 、根の色 にも 表れ るよ う

な、オ レ ン ジ色が か っ た色 の 赤色 で ある こ とが多 い が 、

赤みは強い 。

　 こ の茜を利用 した他の 彩色材料と して は 、「緋」があ

る 。 緋 は、「あ け」とも読むが、基本的には茜 を利用 し

た染料で ある。

　た だ し、緋とい う文字 が付く赤色 があ り、そ れ は茜

のみ に よ っ て作 るの では な く、紫草 を加え て深 い色合

いを出す 。その場合の色 は厳密には、「深緋（こ きあけ）」

ある い は 「黒緋 （くろあ け）」と よばれ る 。 本来の緋 は、

茜の 色 を指すもので あるとするのが妥当で あろ う。 原

材料に茜と紫草とを使 う以上 、深緋は緋とは異 なる材

料な ので ある が、同 じ 「緋」とい う文字があ るた め に、

ここで も赤色に対する誤認 があ り得るこ とであろ う。

　他に茜を原料とす る赤色 の彩色名称と して 、「絳」が

ある 。 「こ う」また は 「あか」と呼ばれ る 。 絳は古 く 「三

国志』魏書東夷伝倭人 条 にも記述が見 られ る表現で あ

D 、日本で も 三 世紀頃の かな り古い 時代か ら、染色の

技術を有 してい た こ とを示唆 して いる。

　また、「練 」も茜を原料とする色と して ある 。 読み方

と して は、「そ ひ」、あ るいは 「くん 」で ある。縹 に つ い

ては諸説有り、中国 で言う縹 は、紫草を加えて染色 し

た色 に つ い て 言い、染め の具合 で赤 みの強 くな る段階

まで何度も染め られ た状態の 色を指す とされ て い る 。

しか し、日本で 縹 と して 知られ る色 は、緋よ D も淡い

色を指す とされて いる 。 日本の 縹 は 、黄色あ るい は橙

色の 色味の 色を指すとされる 。

蛇 ヱ9

　染料と して は、あ とは 「蘇芳」が ある。こ の 蘇芳は木
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の 部分を使 っ て 成分を煎 じるが 、媒染剤の 種類に よ っ

て 色相 は か な り 異 な っ て く る 。主 に 、灰汁を媒染剤と

して使 っ た もの は紫色がか っ た赤色となる 。媒染剤を

使用 しなけれ ば、黄色みの あ る褐色にな り、明礬 を使

用 すれ ば赤色が強 く、鉄分 を媒染 剤と すれ ば紫色が強

くなる 。古文献に見 られる蘇芳は、灰汁を 媒染剤 に し

たもの と考え られ てい る。それ ぞれの 色相はか な り異

なるも ので あり、媒染剤の違い に伴う色の 違い を把握

した上 で 、蘇 芳 による と思われ る色 を見て 見た 目か ら

それぞ れ認識す るの は容易 で はない 。 蘇芳か ら作 らR

た色で あ っ ても 、他の 彩色材料による 色と誤認 する可

能性が あ ろ う。

　また 、当時の 日本で は蘇芳は栽培さ れて おらず 、東

南ア ジア 原 産の蘇芳木 を使用 する 必要 があ っ たため

に、こ の 蘇芳 を使 っ た染 料 は大変貴重な彩色材料で あ

る 。　 文献上 には少なからず記載を見る こ とが で きる

が、上記 の媒染 剤によ る色の 変化 の ことも含 め 、果 た

し て 当時蘇芳 とさ れた色 が、全 て 本当 に蘇芳木 を使 っ

たものであるの かどうか、安易には断定で きない 。

4 ．史料に お ける赤色の混同

　 赤色 と して分 類 され る彩色 名称
・
彩色 材料で、八 世

紀頃ま で に日本 に存在 した と考え られ るもの は 、主 に

以上 の 通 りで あ っ た 。今ま で 見て きた よ うに、「赤色 」

とい う言 葉で括 られて しま うため に誤解 しがちであ る

が、数々の彩色名称で呼ばれる数々の 「赤」色は、赤系

統色の 内の
一

つ と して 括る こ とは で き るが 、それぞ れ

個々の色 はかな り異な り、決 して 同 じ色で はない 。

　述 べ て きたように、彩色材料の原 料が同 じでも、彩

色名称として違 う色として呼称される、あ るい は逆に、

彩色材料の原料が異な っ てい る別材であ っ て も同 じ色

名称が つ い て いる 、と い うこ とがあ る。で は、ど う し

て 赤色 と し て の 単純化や 色 の 誤 認が生 じ て し ま っ た の

か 、とい う問題 に 、文献史料を参照 しつ つ あ らためて

取り組みたい。

　色 に つ いての概念や認 識は 、五
一

八 世紀頃 は、当時

先進の 中国大陸の思想を大い に取り入 れ て いる 。だ が

取 り入 れ ていな がらも、日本独 自の色 に対する 考え方

は 、やは り独自の 形で 発展 した部分があ る の は 否 定で

きな い。だか らこそ 、そ こ に齟齬が生 じて くる ので あ

ろ う 。 文献上で の名称 と、一般的な材料に つ い ての知

識が、ある程度乖離するの は避けられない 。 問題は 、

彩色名称を彩色材料と同
一

に見な し、実際に彩色材料

を混 同 して しまい 、そ れがその まま文献に残 っ て、後

世にま で 誤 っ た まま伝わ っ て しまうこ と にあ る。そ れ

は 、八世紀に 、鉛白や鉛系の Eヨ色材を 文献上 、胡粉 と

記載 してい た例によ っ ても指摘でぎる 。

　古代中国、魏の 書物に は、日本 にお ける彩色材料、

と くに L 赤色に つ い て の 記 載がある 。 『三 国志』魏書東

夷伝倭人条に、

・・
〈前略〉 以朱丹塗 其身體如中國用粉也

・・
　 〈後略〉

と記 されて いる。

　「身体に朱丹を塗る」とい う行為は 、先にも述べ たが、

身分制度の区分や祭祀的な意味を持つ 装飾、とい っ た

も の で あ る と考え られる 。こ こ で 文献 上 の 表現 に従え

ば、朱か丹 か 、あるいはベ ン ガラ とい っ た赤色の彩色

材料を体に塗る 、 とい う使い方を、当時の人々 が して

いたことが分がる。また、同史料には、

・・〈前略〉 又 特賜汝…真珠鉛丹各五 十斤一　 〈後略〉

とあ り、魏 よ り眞朱 と丹 が贈 られた こ とが記 さ れ て い

る 。 三 世紀頃の段階で 、 中国よ り日本 へ 彩色材料がも

た らされ た記録と して興味深い記録で ある。

　ただ、こ れ を以て 、彩色材料が 日本で は作 られ ず、

みな舶載品 であ っ た とい う ことにはな らな い。なぜな

ら、同史料に、

・・〈前略〉　其山有丹 ・・　 〈後略〉

との記述があり、当時の 日本に おいて 、既に丹、ある

い は中国 で 丹 と い うと こ ろ の 朱が、採取され て い たこ

とを示 している。加えて、同史料中 、

・・〈前略〉　其四年、倭王 復遣使、大夫伊声耆掖邪狗 等

八人、上献生 口 倭錦絳青鎌錦衣帛布丹木柎短弓矢

　　〈後略〉

な どと記 さ れ て い る こ と か ら、当時の 日本で は 、絳、

すなわ ち赤色の染色が行われて いた ことが分かり、日

本で 赤色の彩色材料が 、既に数種類存在 して いたこと

を示 唆 してい る 。

　死 者の 埋葬 に際 して遺 体や墳墓 に赤色 を施す こ とが

かな り頻 繁 に行 わ れて いた とい うこ とも 合わせ て考 え

る と、日本に お ける赤色 の 彩色材料の 使用は 、古い 時

代 か ら広 範 囲の 目的 に用 い られて お り、又献 でもそ れ

を確認できる のである 。

　現在まで残る装飾古墳で は具体的には、九州地方に

残る 、王塚古墳や竹原古墳な どの装飾古墳が該当す る。

これ ら五 一六世紀に作られた古墳には、朱やベ ンガラ

「
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による赤色の彩色材料が盛ん に施され 、 当時の 日本に

お ける赤 色 の 重 要性 を物 語 っ て いる。だが 、そ こ には

丹 はあ ま り見 られ ない 。 また染料系の 彩色材料に つ い

て存在の確認は定かで はない。

　和銅五 （七一
二 ）年に編纂され献上されたと伝えられ

る古事記には、実は 「朱」の記載がない 。 赤色、という

記載は存在 し、「赤」と い う概念 につ い て 早 くか ら理解

が あ っ た こ とが分 かる 。けれ ども 、朱で 「あか」、と読

ませる こ とはなく、古事記 内には 「朱」の 文字は見あた

らない。
’ lln

　赤色、と い う意味を持つ 言 葉と し て 古くか ら使わ れ

て いるの は、「紅 」で ある。『古事記 』祝詞には 、

其臣服 著紅紐青摺衣故　水潦拂紅紐青皆變紅色

とい う記載があ り、「其の臣 、紅（あか）き紐著 けし青摺

りの衣を服た り。故、水潦紅き紐 に拂 れて 、青皆 紅き

色 に變 りき」と い う、一
種伝奇 的な表現 で はあ る が、

こ こ で の 「赤い 」は 、「紅い」と い う言葉で 表現され て い

る 。

　服装の 色と しては 、染色に 関わる だけに 、「紅い 」と

い うのが、紅花 で染 め たもの であ る 、と考えれ ば納得

で きる 。 「青摺衣」とある ように、板状に張 っ た布 に直

接 染料 の汁 を こ す りつ け て 染 色 する染 色技術 が 、当 時

既 に存在 して い たの で 、染色の 知識があ る こ とに違和

感はない 。「古事記』雄略記にも、

天皇 登幸葛城山之 時　百 官人等悉 給著紅 紐之青摺 衣服

とある よ うに、青い衣に赤い紐の 服、とい う表現が数

カ 所に渡 っ て 見 られる が、赤い 、と い うこ とを表すの

に、「紅」い と して おり、「朱」い とい う表現は見あた ら

な い。古事記の編纂が され た頃には 、既に朱 は鉱 山か

ら採取 され 、彩色材料と して使わ れており、だいたい

同 時代 に成立 した と考 え られ て い る 高松 塚 古 墳 で は 、

朱の 存在が確認 されて い る 。 そ れだけ に、古 事記 に

「朱」とい う文字す らな い こ とは興味深い。

　編纂 時期は置 くと して 、七 世紀の事 を記 した 「続 日

本紀』巻一文武二 年 （六九八）九月乙酉廿八 には、

乙酉 。 令近江國獻金青 。 伊勢國朱沙雄黄 。 常陸國 。 備

前 。伊豫。日 向四 國朱沙。安藝長門二 國金 青緑 青。豊

後國眞朱 。

と あ り 、朱沙お よ び眞朱の 記述が あ る 。

　また、ほぼ同 時代、養老四 （七 二 〇 ）年に編纂さ れた

文献で ある 、 「日本書紀』内には、「朱雀」「朱鳥」 と い う

記述はある の だが 、 やは り 、 赤色と しての朱 、 とい う

名称 は存在 しない。

　 しか し、「赤色」と い う記述は存在 し、赤い 色 につ い

ての記載は所々 にある 。天武天皇元 （六 七 二 ）年の条に、

tt
恐 其衆与 近江 師難別。以赤色著衣上。然後別命多臣

品治 。 率三千衆屯于莉萩野
…

と記 され 、「赤色 の衣 を つ け る」とあ る が、や は り こ

こ で も、彩色名称、ある い は彩色材料と して の 朱の 記

載はない。

　た だ、『日本書紀』神代下 に 、

以赭塗掌塗面　告其弟 日　吾汚身 如此

とい う記載があ り、「赭（そ ほ）」と記され て いる か ら、

代赭ある い は赤土に つ い て の 認識はあ っ たの だと考え

られ よ う。

　赤土に つ いては 、和銅六 （七
一三 ）年編纂が命じら

れたと い う 楓 土 記』中、『播磨国風土記』逸文に、

・如此教賜　於此出賜赤土　其土塗 天之逆桙建神舟之

艟舳　又染御舟 裳及御軍 之著衣…

と記載され、赤土を天の 逆桙に塗る、御舟の 裳と御車

の着 衣 と を染 める 、とい う、彩色材料の使用 に つ い て

の具体的な記述まで ある。

　天 平六 （七 三 四 ）年の 記載 があ る 『正 倉院文書』中、

「造佛所作物帳」には、（＊ ［ ］内は割注）

〈前略〉

用黒鉛
一

百九 十九斤 ［熬得丹小 二 百 三 十四 斤］

　緑青小十七 斤八両 ［丹和合料］

　赤 ニヒ小
一

斤四両 ［
一

升丹和合料］

　白石六十斤 ［丹和合料ユ

　猪脂
一

升 匚鉛熬調度］　　　
…
　〈略〉

とあり、仏像作成の材料 として の赤土、が明確に記 さ

れ て い る。採取 し易く使い 易い 材料で ある赤土に つ い

て 文献土 で 記され、使用され て いた こ とが確認で きた。

　朱 とい う表現 がな かなか出て こないが、「丹塗 り」と

い う形でならば、『播磨国風±記』逸文中には 「丹塗矢」

とあ り、こ こ で言われる丹が朱で ある可能性もある 。

　成立が天 平宝字三 （七五 九）年以降と言われる 「萬葉

集』にお い て は、朱の文字を確認できる 。

朱羅 引　色妙子　屡見者　人妻故　吾可恋奴

あ か らぴ く色 ぐは し子を屡見れ ば人妻ゆゑ にわれ恋ひ
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ぬ べ し

こ こ で は、朱、と い う材料で はな く、赤い 色 の 、とい

う意味合いで 朱の文字が使われて いる 。実 際の材 料で

はな い が、赤い 色、と して の記号 的な 意味で 朱が用 い

られ て いる とい う こ とは、朱 は赤 い色 を呈 する もの で

ある 、とい う認識があ っ たことが分か っ て くる 。

　世俗の歌を集めた、とい う万葉集の性格上 、ど うし

て も抽象的な 、形容詞的 表現 と して色に関す る言 葉が

出て くると こ ろがあ るの は確か で ある 。だ が、彩色 に

関 して は、材料 へ の 知識が当時の人 々の 間 にあ っ た こ

とが、以下よ り見て取れる 。

　例え ば、「万葉集」巻十八には 、

久礼奈爲波　宇 都呂布母能會　都流波美能 　奈礼尓

之伎奴尓 　奈保之可米夜母

紅は 、移 ろ うものそ つ る ばみの 馴れ に しきぬ になほ し

かめやも

つ ま り、紅 は色 褪ぜ やす いも の、とい う、赤色 の彩 色

材料である紅に つ い ての 知識が織 D 込まれて い る内容

で あ り、赤色 で ある 紅の退色 に つ い て の 、当 時の人 々

の理解が見て取れる 。 他にも、赤色の彩色材料の こと

で はないが、「万葉集』巻十二 、

紫者　灰指物曽　海石榴市之　八十街尓　相兒哉誰

紫は灰 さす もの ぞ、海石榴市の 、八十の街に逢へ る子

や誰れ

と、紫草を染色する に 際 して は灰 汁を使 う、と い うこ

とが表現さ れて いる 。同 じように、紅は紅花から抽出

した成分に灰汁を加えて 作るのだ と い う知識の存在も

確認で きるの で あ る。

　彩色材料そ の も の で はな い が 、他に は万 葉集で の 赤

色 は様 々な彩 色名 称 が記さ れて いる 。 例え ば、巻十 に

あ る よ う に 、

吾等恋 　丹穂面　今夕母可　天漢原　石 枕巻

わ が恋ふる　丹 の穂の面 　今夕も か　天の河原に石枕

まく

こ の赤い （稲穂の 赤 く色 づいた よ うな ）頬 の 美 しい 人 、

と い う部分で は 、丹 と い う言葉が比喩的に赤色 を示 し

てい るよ うに見 える．

　また、誉十六 にある のは 、

紅　衣染 　雖欲 　着丹穂哉　人可 知

紅 に染めて し衣雨降りてにほひ はすとも移ろはめやも

とあ っ て 、紅に衣を染めたいが、と 、染色と して の紅

と紅色 につ い て歌 っ た表現である 。

　さ らに、巻三 と巻十四の 二 首に、

客為 而　物戀 敷尓 　山下 　赤乃 曽保船 　奥榜所見

旅に してもの恋 しき に山下の赤の ぞほ舟沖に漕ぐ見ゆ

麻可祢布久　尓布能麻 曽保乃　伊呂尓弓弓　伊波奈久

能未曽　安我古布良久波

ま金 吹 く丹生の ま朱の色 に出て 言はな くの み そ我が恋

ふ らくは

とある 。こ こ で は、「あかの ぞほ」、および、「丹 生のま

そほ」とい う表現が見 られるか ら、赤色で ある代赭と、

丹生 の 「まそほ」すなわち丹生の地で よく採れる辰砂で

あ る 「眞朱」、が 表され て い る の で あ る 。 こ の よ うに 、

萬 葉集 には、朱
・
丹

・
曽保 ・紅 ・

赤 土 と多 数あ り、赤

色 に つ い て表現が様々 にあ っ たこ とをあ らためて確認

できた 。しか し、彩 色材料 自体 へ の 知識も窺え つ つ も、

厳密に赤色を彩色材料 こ とに分けて 考えて い る表現で

はない。

　赤色 に つ い て の記載で 、彩色材料と して の明確な記

述 を頻繁に見い だせ るの は、続日本紀や正 倉院文書中

の 文書 らの 史料で ある 。 前 出でも 示 した が、養老 四

（七 二 〇）年 に 完成 した 歴史書で あ る 『続 日本紀 』巻
一

文武 二 （六九 八）年九月乙酉 廿八の条では つ ま り、伊勢

の 国 か ら 「朱沙 （朱砂 ）」が、常陸 ・備前 ・伊豫 ・
日向

の 四 地方か ら同 じく 「朱沙」が、豊 後の 国か らは 「眞朱」

が、献上 されて い ることが記 されて い る。具 体的な赤

色の彩色材料とその産地に つ い て 記 した内容 と して 興

味深 い。

　留意 し た い の は、朱砂と眞朱が、別々 の 彩色名称 と

して記 され て い る点で ある 。 朱 、と い う名称 のみ では

な く、朱沙、眞朱 と い う具体的な 名称は 、材料か らす

れば、共 に辰 鉱石 か ら抽出さ れる 朱を指す ことは前節

で も言及 した通 りで あ り、朱沙 ・眞朱共に辰砂鉱石の

「朱」で あると考 え られる 。 だ が、わ ざわ ざ別個の もの

と して 記 して い るとい うこ とは、こ こ で 記述のあ る朱

沙
・
眞朱 、どち らかが辰 砂の 朱で はな く朱以 外の赤 色

の 彩色材料で あ っ た の か、あ る い は編纂者や 文書の 記

録 ・報告を担当 した人々が、朱 に つ いて誤 っ た理解を

持 っ て い た可能性が 出て くるの で ある 。

　仏教の 隆盛 に伴 う
一

大国家事業と して、東大寺の 建

立と国分寺 ・
国分尼寺の 建立が、八世紀に企図 された。

［一 ．
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こ の 事業に 関連 して、膨大 な 費用と物資が使用さ れた

が、赤色の彩色材料も例外で は ない 。

　当時の 彩色が現存する例 と して は、東大寺法華堂の

執金 剛神像 や、戒壇 堂 の四天 王 像な どが 挙げ られ る。

多数の色に よる彩色が施され、
一

部は今 日までも現 存

して いる 。 残念ながら戦乱や自然災害な どによ っ て失

われ て しま っ た彩色 もあ り、大 仏殿 天井 須理板や六 宗

厨子 な ど、残 っ て い れ ば多彩な色を見る こ と がで きた

で あ ろ う残存例を 、史料に対応 して 確認で ぎな いのは

残念である 。

　文献上 に は そ う し た、現 在で は失 われ て し ま っ た彩

色に関す る事細か な記録が残 っ て おり、当時の彩色材

料の様相が想像できる。

　例え ば、『正倉院文書』中、「雑物請用 帳」天平寶字四

（七六〇）年には、

〈前略〉

　　金青九斤　　朱沙六斤四両

　　同黄 二 斤六両　　烟紫三百六十 五枚

　　白青四斤十両
一分　　胡粉十五斤八両

　　緑青百 五 斤

　　白緑十五斤十三両三分　　丹廿一斤

　　青黛三 斤六　　蘇芳十 二 斤

　　空青〔1斤 　　紫土 四両

　　金薄一
万七千八百 五 十枚

　　〈中略〉

　　彩色宗屋天井板卅二 枚　花五 百 六區

　　金 青
一

斤　　白青八両 三分 　　朱沙
一

斤二 両二 分

　　胡粉三斤五 両 二 分　同黄九両
一分　烟紫八十六枚

　　紅青十
一斤四両 　 Eヨ緑 二 斤三両 　丹

一斤六両 二 分

　　　　〈略〉

とあ り、朱沙 ・烟紫 ・丹 ・蘇芳 ・紫士の 区別は明確に

され て い る。こ こ で の烟紫は 、紅花 か ら成分 を抽 出 し

て綿 に吸収させたもの で 、 「枚」とい う単位で必要分を

中請 して い る こ と か らも、赤色 の 彩色材料が材料こ と

に扱いが異な っ てい ることを示唆 して いる 。

　彩色に使用する材料につ い て 、それぞれ必要数を申

請す る文言とな っ て いるか ら、彩色を 担当する工 人た

ちの側の、彩色材料に つ い ての理解の程を見 て取る こ

とが で きる 。

　そ の
一

方で、『正倉院文書』「天平感 宝元 （七 四九）年五

月
一

〇 日　大 安寺造佛所解」に 、

大安寺造佛所解　　申請丹事

　　臼青七両

　　　右既 未給

　　緑青
一

斤十四両

不　右依荒不用

　　白緑八両

　　　右依色悪不用

以前、奉造 　盧 舎那仏像料、今應請 丹、員如前 、謹 解、

　　　　　天 平感寳元 年潤五 月十
一

日中務少録従七位

下中臣丸 連諸麻呂

玄蕃頭従五位上市原王

外従五 位下行画書助守部連牛養

と記述 がされ て いる。当該 文書で言 われて いる内容は、

未支給の 白青の支給申請と、劣化 した緑青と発色の悪

い 白緑 の 代わ D の 材を申請 して い る 、と い うも の で あ

る 。

　従 っ て、「申請丹事」「今應請丹」とあるの は、赤色の

彩色材 料の
一

つ で ある丹 を申請 して い るの で はな く、

丹 、すな わち絵具類を支給す るよ う申請 して いる文書

である と考え られる 。

　これ は s 当時の 官庁 へ 提出す る公 式 文書 におい て 、

丹が絵具全体を示 す言葉としてあ っ たこ とを示 して い

る と言え る。天平寶字四 年の 雑物請用 帳で は、丹は明

らか に彩色材料と して示さ れ 、朱 沙との区 別も見 られ

るか ら、丹と いう言葉には彩色材料と して の丹 ・絵具

や絵画 を示 す言 葉 ・
赤 色、とい う複数の 意味があ り、

八世紀に複数の 意味が使い 分けられ て いた。

　古事記や日本書紀 には登場 しなか っ た、「朱」という

言葉が 、万葉集で は 「赤い」とい う意味で 使用され て い

る記述が見 られ、また文字は朱と い う言葉で はな いな

が らも 、赤の 「曽保」、丹生の 「麻曽保」と い う言葉で

表現 され 、材料の特徴を理 解 して いた ことを推測 させ

る 。 しかも 、 万 葉集中には染色の媒染剤や紅色の退色

に関 する記 述な ども 見 られ る こ と か ら、材 料に つ い て

の 知識が 、あ る程度一
般 にも広 ま っ て い た こ とが分か

るので ある。

　 しか しなが ら、続 日本紀で は、本来同 じ赤色の彩色

材料であるはずの 、朱沙と眞朱は別個 に記載されて い

る。また 、正倉院文書中に個々の彩色 材料 につ いての

明確な 区別が 見 られ つ つ も 、「申請丹事 」の よ うに丹 が

絵具を指 して い ると思われる表現も記述されて い る 。

　こ の よ うに して 考える と、文献が成立 した八世紀当

時に お い て 、彩色名称と 彩 色材料の 区別は 、正 倉院文

書の よ うな材料の移動を官吏が記録 したよ うな公式文
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國本　日本古代 8世紀の赤色 に つ い て 一

書で は基本的に明確に区別 されつ つ も、一般的な理解

におい て は厳密に意味が分 けられて い たの で は な く 、

また赤色を朱や丹 や紅と呼ぶ、あるい は、異な る彩色

材料で あ っ ても同 じ赤色の彩色名称で呼ぶこ とがあ っ

たと確認できた。

5 ．おわ りに

　以 上の よ うに して、日本古代 における 赤色 の誤認 ・

混同 に つ いて 、名称 ・材料 ・
用途 ・史料上の 記述とい

う面 か ら考察 してきた 。

　 日本古代八世紀前後に、赤色は数ある 色の 中で もか

な り重要 な色と して様々 な使われ方をされ、数多くの

赤色 が複雑 な存 在 の 仕方 を して い た 、と い う こ とが あ

らた めて認識できた 。

　留意 しな けれ ば ならな い の は、日本におけ る基本的

な彩色材料がほぼ出揃 っ た八世紀頃まで の間 に、赤色

があい まい な捉え方をされて きた面がある、とい うこ

と と、赤の混 同が八世紀以降 、 平安時代以降にも 、細

か く厳密な分類や訂正 がな され るの では な く受け継が

れて行 っ て しま っ た部分がある、とい うこ とで ある。

　名称の 面で は 、赤色を呈 する彩色名称は非常に多数

あ っ た が、その
一

つ
一

つ は厳密な 区別がされ てお らず 、

全 く異な る材料か ら作 られ た赤色 で あ っ て も、あたか

も同 じ材料の色で あ る として捉え られて い る こ とが、

いまだ にある と言える。

　その ため に丹にお けるよ うな意味の 変容や、多数の

呼 び名 を持 つ 朱 やベ ンガラ にお ける混 乱 と して 、現在

も赤色 に対す る正確な 理解が浸透して い な い 。

　古墳な どに見 られ る赤色にお ける 、朱や ベ ン ガラの

同時並行的な使用があ っ たこと、希少性 ・コ ス ト ・材

料の 性質に応 じて 彩色材料の 選択が行わ れ た こ とも、

赤色を難 しくして いる 。

　また寺社における 「丹塗り」の 、 丹たる赤は 、 建立当

初を 考え る と 、最 も使用 に適 した材 料と して 、朱 ・

丹 ・ベ ンガラ 何れが、あるい は他に赤色を呈する彩色

材料 と して は どの材料が良 い の か 、とい う疑問は簡単

に解決できる ものでは ない 。

　こ の よ うな 赤色に つ い て の 誤 認
・混同が、同時代あ

るい は後代の修復や 補彩 時にも受け継がれ 、長 い年月

に渡 り、間違 っ た 「赤色」のまま理解され て ぎた かも知

れない 、と い うこ とをよ り明 らか に して 行 く必要があ

ろ う。環境 や対 象 に適 した 赤色 の彩色 材料 がそ れぞ れ

ある の にも関わ らず 、修復や補彩の とぎ に 施され て い

る赤色を正 確に区別でき ない まま 、不適切な彩色材料

を補彩に施 して しま っ て いる ことが分かれば、それ が

現在の 劣化や退色の 原因 の
一

つ で ある と推定される か

も知れず 、材の剥落の解消 ・対策を考え る際の 拠 り所

とな り得るであろ う。

　八世紀よ り後、平安時代 には文学の隆盛に伴い 、さ

らに数多くの彩色名称が増加 して行 く。しか し、述べ

てきた よ うな赤色に つ いて の混 同が 明確に正され る こ

とはな く、複雑に増加 した色 名称 と共 に色 へ の理 解は

より困難なもの とな っ た と言 える 。 特に、平安時代以

降の彩色材料は 、材料の種類 自体がさほど増え て 行 っ

たの で はな く、襲の色 目等見た 目や文学的趣向を反映

した彩色名称が多く生まれ て くるよ うにな D 、さ らに

後 代 にお ける 彩色材 料 に つ い て の理 解 を困難に して し

ま っ たの は、皮肉なこ とである 。

　遺跡や遺物、現存す る建築物にお ける朱 ・
丹

一ベ ン

ガラの 正確性に つ し、て も、こ れか らの調査研 究が必 要

であ り、また文献的な面での検証も、今回触れて い な

い史料 を含め て 、さ らに詳 しく参照する必要がある 。

現存す る古代の美術
・
工 芸品は、貴重な遺物で あ るだ

けに破壊的な分析が容易 で はなく、史料面 、材料面 か

らの検証作業が欠かせ ない 。

　さ らに、赤色 に限 らす 、彩色材料の多 くは 日々劣化

し、退色 して 行 くため に、将来的な保存 ・修復に向け、

古い 時代の彩色の 問題 に つ い て議論する こ とが急務で

ある と考える。

　日本古代の赤色の 問題に つ いて、より多数の事例を

検証 し、その他 の色 に つ いて も、同 じよ うな誤認 ・混

同の 問題に つ い て 検証を して 行 くこ とを、今後の 課題

と した い。

註
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4

ここでは
一般的な読み方を記す 。

金子裕之 厂縄文早期田戸式の赤色顔料」奈良国立文

化財研究所年報 1998 −1、 1998 年 9月、p．7を

参照 。

田邊義一 「日本石器時代の 朱に就い て 」人類学雑誌

第 58 巷 一12 号 、 1943 年 12 月、市 毛 勲 『増 補

朱の 考古学」雄山閣 、 1984 年、見城敏子 、浅井

俊雄 「（研 究ノ
ー

ト）古代赤色顔 料 に つ いて 」考 古

学雑誌 73 −3、 1988 年 2月、辰巳和郎 『埴輪と絵

画の 古代学』自水社、 1992 年 らの 記述を参考 に

した 。

「以朱丹 塗其身體如中國用粉也 …」との記 載があ

り、体に朱丹 を塗 っ ていた と記録され て いる。
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5　 しか し、平安 時代の
一〇世紀頃に編纂 された 『和

　　名類聚抄』には 、朱の項目が存在 しない 。

6　 金銀ア マ ル ガム製法と朱の 関係は、参考文献の 5）

　　松田壽男 『丹生の研 究」の pp 　28 −31 を参考 に した 。

7 　 参 考文献 18 ）、p，5 ］ff 参照

8 　残 存する ベ ン ガラ に つ い て は、参 考文献 24 ）、

　　p，128 の 調査結果を参照 した 。

9　参 考 文 献 10 ）伊 原 昭 「日 本 文 学 色 彩 用 語 集

　　成』
一

上 代
一
、pp 　760 −762 の 、縹 に つ い て の

　　解説を参照 した。

10 　「含赤土」「又 於宇陀墨 坂神祭赤色楯矛」等の 表現

　　があ り、赤土 や赤色 という言 葉が使用さ れていた 。
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